
　
21
世
紀
は
知
識
基
盤
社
会
（
＊
１
）
で

あ
り
、
人
工
知
能
の
発
達
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
＊

２
）の
実
現
な
ど
に
よ
り
、社
会
構
造
は
世

界
的
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

定
型
的
な
仕
事
は
、
今
後
ま
す
ま
す
機
械

化
・
自
動
化
が
進
む
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

人
に
は
、
問
題
を
見
い
だ
し
て
解
決
し
た

り
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
た
り
す
る

こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
そ
う
し
た
社
会
を
生
き
、
未
来
を
切
り

拓
い
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
力
を

育
も
う
と
、
２
０
０
７
年
、
学
校
教
育
法

の
改
正
に
よ
っ
て
「
学
力
の
３
要
素
」（
＊

３
）
が
定
義
さ
れ
、
学
力
観
の
転
換
が
図

ら
れ
た
。
08
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
で

は
、
そ
の
３
要
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
む

と
い
う
観
点
で
見
直
さ
れ
、
教
科
横
断
的

に
行
う
言
語
活
動
や
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
の
充
実
を
促
し
、
資
質
・
能
力
重

視
の
教
育
課
程
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
子
ど
も
の
学
力
に
目
を
向
け
る
と
、
Ｐ

Ｉ
Ｓ
Ａ
や
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
（
＊
４
）
と
い
っ

た
世
界
的
な
調
査
で
日
本
は
上
位
に
位
置

し
、
文
部
科
学
省
「
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
」
で
は
、
選
択
式
問
題
の
正
答
率

が
高
く
、
学
力
の
底
上
げ
が
見
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
記
述
式
問
題
で
は
依
然
と
し
て

無
解
答
が
多
く
、
学
ん
だ
知
識
・
技
能
を

活
用
す
る
力
、
自
分
の
考
え
を
表
現
し
、

伝
え
る
力
に
は
課
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、「
自
分
の
判
断
や
行
動
が
よ

り
よ
い
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が
る
」
と
い

う
意
識
が
、
国
際
的
に
見
て
相
対
的
に
低

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
現
状
と
課
題
を
背
景
に
議
論

が
重
ね
ら
れ
、
次
期
学
習
指
導
要
領
が
目

指
す
理
念
と
し
て
「
社
会
に
開
か
れ
た
教

育
課
程
」（
解
説
Ｐ
．９
）
が
掲
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、「
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
通
じ

て
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
」
と
い
う
目
標

を
学
校
と
社
会
が
共
有
し
、
両
者
が
連
携・

協
働
し
て
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
資
質
・

能
力
を
育
む
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
枠
組
み
を
示

す
た
め
、
教
育
課
程
の
基
本
事
項
を
示
す

「
総
則
」
の
位
置
づ
け
を
抜
本
的
に
見
直

し
、
次
の
❶
〜
❻
に
沿
っ
た
章
立
て
に
組

み
替
え
、
教
育
課
程
編
成
に
必
要
な
事
項

を
整
理
し
て
示
し
た
（
図
１
）。

❶
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
（
育
成
を

まずは全体像をつかむ

＊１　知識基盤社会の特質には、①知識には国境がなく、グローバル化が一層進む、②知識は日進月歩であり、競争と技術革新が絶え間なく生まれる、③知識の進展は旧来
のパラダイムの転換を伴うことが多く、幅広い知識と柔軟な思考力に基づく判断が一層重要になる、④性別や年齢を問わず参画することが促進されることなどが挙げられる。
＊２　Internet of Things の略。スマートフォンやパソコンだけでなく、様々な物に通信機能を持たせ、インターネットに接続したり、相互に通信したりして、自動制御や
情報収集などを行うこと。　＊３　「基礎的な知識及び技能」「これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」。

すべての根底にあるのは、
社会で活用できる資質・能力の育成

学習指導要領は、時代の変化や子どもたちの状況、社会の要請などを踏まえ、
おおよそ10年ごとに改訂されてきた。

2022年から学年進行で実施される高校の学習指導要領は、生徒に未来を切り拓
ひ ら

く力を育むために、
どのような課題意識の下、どのような内容に改訂されるのだろうか。

そこで、まずは16年 12月に中央教育審議会から公表された「幼稚園、小学校、中学校、高等学校
及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」を基に、

次期学習指導要領の全体像をつかむためのポイントを解説する。

監修／横浜国立大学　髙木展
のぶ

郎
お

名誉教授

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が

未
来
の
創
り
手
と
な
る
た
め
に

改
訂
の
意
味

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

に
資
す
る
指
導
要
領
へ
の
転
換

次
期
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
姿
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目
指
す
資
質
・
能
力

　解
説
Ｐ
．10
）

❷
何
を
学
ぶ
か
（
教
科
等
を
学
ぶ
意
義
と
、

教
科
等
間
・
学
校
段
階
間
の
つ
な
が
り

を
踏
ま
え
た
教
育
課
程
の
編
成
）

❸
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
（
各
教
科
等
の
指

導
計
画
の
作
成
と
実
施
、
学
習
・
指
導

の
改
善
・
充
実
）

❹
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
発
達
を
ど
の
よ

う
に
支
援
す
る
か
（
子
ど
も
の
発
達
を

踏
ま
え
た
指
導
）

❺
何
が
身
に
つ
い
た
か
（
学
習
評
価
の
充

実
）

❻
実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
（
学
習

指
導
要
領
等
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
方
策
）

　
こ
の
❶
〜
❻
に
関
す
る
事
項
を
各
学
校

が
組
み
立
て
、
家
庭
・
地
域
と
連
携
・
協

働
し
な
が
ら
実
施
し
、
目
の
前
の
子
ど
も

の
姿
を
踏
ま
え
な
が
ら
不
断
の
見
直
し
を

図
る
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

（
解
説
Ｐ
．14
）
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
特
に
高
校
教
育
で

は
、
大
学
入
試
な
ど
の
外
部
要
因
を
受
け

て
教
育
課
程
の
あ
り
方
が
規
定
さ
れ
る
傾

向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
社
会
構
造
が
変

化
す
る
中
、
生
徒
に
真
に
必
要
な
資
質
・

能
力
は
何
か
と
い
う
認
識
を
学
校
と
社
会

が
共
有
し
、
相
互
に
連
携
・
協
働
し
て
育

む
教
育
課
程
の
編
成
が
期
待
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
自
身
が
、
人
生
や
社

会
の
あ
り
方
と
学
び
を
結
び
つ
け
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
う
し

た
質
の
高
い
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」（
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
解
説
Ｐ
．12
）
が

で
き
る
よ
う
、
授
業
改
善
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
６
つ
の
観
点
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

❶
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

　
こ
れ
ま
で
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
の
例
は
様
々
に
示
さ
れ
て
き
た
が
、
次

期
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
生
き
て
働
く

『
知
識
・
技
能
』」「
未
知
の
状
況
に
も
対

応
で
き
る
『
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

等
』」「
学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う

と
す
る
『
学
び
に
向
か
う
力・人
間
性
等
』」

の
３
つ
の
柱
と
し
た
。
こ
れ
ら
は
、「
各

教
科
等
に
お
い
て
育
ま
れ
る
資
質
・
能
力
」

「
教
科
等
を
越
え
た
全
て
の
学
習
の
基
盤

と
し
て
育
ま
れ
活
用
さ
れ
る
資
質
・
能
力
」

学習指導要領改訂の方向性図 1

新しい時代に必要となる資質・能力の育成と、学習評価の充実

新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた
教科・科目等の新設や目標・内容の見直し

◎小学校の外国語教育の教科化、高校の新科目「公共」
の新設など

◎各教科等で育む資質・能力を明確化し、目標や内容を
構造的に示す

学習内容の削減は行わない

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」を基に編集部で作成

◎生きて働く知識・技能の
習得など、新しい時代
に求められる資質・能力
を育成
◎知識の量を削減せず、
質の高い理解を図るため
の学習過程の質的改善

主体的・対話的で深い学びの視点からの
学習過程の改善

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

「社会に開かれた教育課程」の実現

各学校における「カリキュラム・マネジメント」の実現

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう力・人間性等の涵養

生きて働く知識・技能の習得 未知の状況にも対応できる
思考力・判断力・表現力等の育成

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

特
集
　
答
申
か
ら
読
み
解
く
　

次
期
学
習
指
導
要
領
９
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

＊４　PISA は、経済協力開発機構（OECD）が行う生徒の学習到達度調査。TIMSS は、国際教育到達度評価学会（IEA）が行う国際数学・理科教育動向調査。

自
校
の
教
育
課
程
を

６
つ
の
観
点
で
見
直
し
て
編
成
を

実
現
に
向
け
た
枠
組
み
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「
現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
し
て
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
」
に
す
べ
て
共
通
す
る

要
素
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
各
教
科
等
に

お
け
る
資
質・能
力
を
育
む
鍵
と
し
て
「
見

方
・
考
え
方
」（
解
説
Ｐ
．11
）
の
重
要
性

が
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
各
教
科
等
の
特

質
に
応
じ
た
物
事
を
捉
え
る
視
点
や
考
え

方
の
こ
と
で
、各
教
科
で
鍛
え
ら
れ
た
「
見

方
・
考
え
方
」
を
日
常
生
活
で
も
働
か
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
物
事
の
理
解

と
思
考
に
つ
な
が
る
。

❷
何
を
学
ぶ
か

　
学
習
指
導
要
領
の
各
教
科
の
教
育
目
標

や
内
容
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

の
３
つ
の
柱
を
踏
ま
え
て
再
整
理
さ
れ

る
。
そ
れ
に
よ
り
、
教
科
等
間
の
横
の
つ

な
が
り
や
、
小
中
高
の
縦
の
つ
な
が
り
で

学
び
を
見
通
せ
る
よ
う
に
な
る
。
各
学
校

で
は
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
、
自
校
で
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明
確
に
し
、

教
育
課
程
を
編
成
す
る
。
教
科
や
学
校
段

階
を
超
え
て
相
互
の
関
係
を
つ
な
ぎ
、
学

習
成
果
を
「
何
を
知
っ
て
い
る
か
」
に
と

ど
ま
ら
ず
、「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

か
」
に
ま
で
発
展
さ
せ
て
編
成
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
な
お
、
学
習
内
容
の
削

減
は
行
わ
な
い
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。

❸
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

　「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」
と
い
う
学
び

の
質
は
、
子
ど
も
の
学
習
成
果
を
左
右
す

る
も
の
で
あ
り
、
前
述
の
通
り
、
質
の
高

い
学
び
を
実
現
す
る
た
め
の
授
業
改
善
の

視
点
と
し
て
示
さ
れ
た
の
が
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
だ
。
こ
の
３
つ
の

視
点
は
、
１
回
の
授
業
で
す
べ
て
実
現
さ

せ
る
も
の
で
は
な
く
、
単
元
や
題
材
の
ま

と
ま
り
の
中
で
「
主
体
的
な
学
び
」「
対

話
的
な
学
び
」「
深
い
学
び
」
の
視
点
を

満
た
す
よ
う
、
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
校
で
は
、

中
学
校
ま
で
の
積
み
重
ね
を
受
け
た
「
深

い
学
び
」
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

❹
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
発
達
を
ど
の
よ

う
に
支
援
す
る
か

　
資
質
・
能
力
の
育
成
に
は
、子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
興
味
・
関
心
、発
達
や
課
題

な
ど
を
踏
ま
え
、そ
の
個
性
に
応
じ
た
学

び
を
引
き
出
し
、個
々
の
資
質・能
力
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。そ
こ
で
示
さ

れ
た
の
が
、学
校
と
し
て
学
び
を
保
証
す

る
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
」
の
視
点
だ
。

　
ま
た
、
高
校
で
は
、
18
年
度
か
ら
通
級

に
よ
る
指
導
（
＊
５
）
が
制
度
化
さ
れ
る
。

指
導
を
受
け
る
生
徒
個
々
の
状
況
に
応
じ

た
指
導
や
支
援
を
組
織
的
・
継
続
的
に

行
え
る
よ
う
、「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」

の
作
成
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
（
＊
６
）
の

考
え
方
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
発
達
の

支
援
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て
、
す
べ
て
の

生
徒
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

❺
何
が
身
に
つ
い
た
か

　
学
習
評
価
の
あ
り
方
と
し
て
、
子
ど
も

が
自
ら
次
の
学
び
に
向
か
え
る
よ
う
、
教

育
課
程
や
指
導
方
法
の
改
善
と
一
体
的
に

進
め
る
重
要
性
が
示
さ
れ
た
。ま
た
、
学

習
評
価
の
改
善
を
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
中
で
教
育
課
程
や
学

習
・
指
導
方
法
の
評
価
と
結
び
つ
け
、
学

校
全
体
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
位
置
づ

け
る
こ
と
も
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

　
評
価
の
観
点
は
、
全
学
年
、
全
教
科
等

で
、「
知
識・技
能
」「
思
考・判
断・表
現
」「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
３
観

点
（
解
説
Ｐ
．13
）
で
整
理
さ
れ
る
。観
点

別
評
価
に
関
し
て
、
高
校
で
は
、
知
識
量

の
み
を
問
う
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
や
特
定
の

活
動
の
結
果
な
ど
の
み
に
評
価
が
偏
重
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
示
さ

れ
た
。Evaluation

（
値
踏
み
）で
は
な
く
、

A
ssessm

ent

（
支
援
）
と
し
て
評
価
を

行
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
。

❻
実
施
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か

　
教
科
等
を
超
え
た
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
や
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
指
導
改

善
な
ど
を
行
う
た
め
、
学
校
全
体
の
組
織

力
の
強
化
が
一
層
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

保
護
者
や
地
域
と
の
協
働
、
高
大
接
続
改

革
の
継
続
も
、
子
ど
も
が
学
校
の
学
び
と

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
見
通
し
、
よ
り
よ

い
社
会
づ
く
り
を
意
識
し
た
学
び
を
積
み

重
ね
て
い
く
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

　
高
校
の
教
育
課
程
は
ど
う
な
る
の
か
。

卒
業
に
必
要
な
単
位
数
は
現
状
と
同
じ
74

単
位
で
、社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必

要
な
力
を
共
通
し
て
身
に
つ
け
る「
共
通

性
の
確
保
」と
、生
徒
一
人
ひ
と
り
の
進
路

に
応
じ
た
多
様
な
可
能
性
を
伸
ば
す
「
多

様
性
へ
の
対
応
」を
軸
に
、教
科
・
科
目
の

構
成
が
見
直
さ
れ
る（
図
２
）。必
履
修
科

目
を
中
心
に
、主
な
変
更
点
を
挙
げ
る
。

①
国
語
　
実
社
会
・
実
生
活
に
生
き
て
働

く
国
語
の
能
力
を
育
成
す
る
科
目
「
現

代
の
国
語
」
と
、
日
本
の
言
語
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
る
科
目
「
言
語
文
化
」

を
、
必
履
修
科
目
と
し
て
設
定
。

②
地
理
・
歴
史
　
世
界
史
必
修
を
見
直
し
、

近
現
代
の
歴
史
を
考
察
す
る
「
歴
史
総

合
」
と
、
現
代
の
地
理
的
な
諸
問
題
を

考
察
す
る
「
地
理
総
合
」（
解
説
Ｐ
．15
）

を
必
履
修
科
目
と
し
て
設
定
。

＊５　障がいのある子どもが通常の学級に在籍しながら、必要に応じて別教室などで特別な支援を受ける制度。小・中学校では 1993 年から実施。　＊６　障がいのある者
と障がいのない者が可能な限り、ともに学ぶ仕組みのこと。

探
究
の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
た

教
科
・
科
目
構
成
と
位
置
づ
け
に

高
校
の
教
育
課
程
の
変
更
点
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③
公
民
　
現
代
社
会
の
課
題
を
考
察
し
、

社
会
形
成
に
参
画
す
る
力
を
育
成
す
る

「
公
共
」
を
必
履
修
科
目
と
し
て
設
定
。

④
外
国
語
　
英
語
４
技
能
を
総
合
的
に
扱

う
科
目
群
と
し
て
「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
を
設
定
し
、

「
Ⅰ
」
を
共
通
必
履
修
科
目
に
す
る
。

⑤
理
数
探
究
　
数
学
と
理
科
の
知
識
・
技

能
を
総
合
的
に
活
用
し
て
探
究
的
な
学

習
を
行
う
、
新
た
な
選
択
科
目
と
し
て

「
理
数
探
究
」（
解
説
Ｐ
．16
）
を
設
置
。

⑥
総
合
的
な
探
究
の
時
間
　「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」を「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

（
解
説
Ｐ
．17
）
に
改
称
。小
・
中
学
校
の

取
り
組
み
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
探
究
す
る
能
力
を
育
む

総
仕
上
げ
の
科
目
と
位
置
づ
け
る
。

　
高
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
「
学

び
直
し
の
充
実
」「
学
習
評
価
の
改
善
・

充
実
」
に
言
及
し
て
い
る
。
社
会
で
の
活

用
や
大
学
で
の
学
び
に
接
続
さ
せ
て
い
く

た
め
に
、
各
学
校
が
生
徒
の
状
況
を
し
っ

か
り
と
見
取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
進
路

に
応
じ
た
資
質
・
能
力
を
確
実
に
育
む
教

育
課
程
を
編
成
し
、
実
施
し
、
評
価
し
て

改
善
を
図
る
一
連
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
。

高校の各学科に共通する教科・科目等および標準単位数図２

■改定案　＊赤い下線は科目の構成に変更があるもの　
教科 科目 標準単位数 必履修科目

国語

現代の国語
言語文化
論理国語
文学国語
国語表現
古典探究

2
2
4
4
4
4

○
○

地理
歴史

地理総合
地理探究
歴史総合 
日本史探究
世界史探究

2
3
2
3
3

○

○

公民
公共
倫理
政治・経済

2
2
2

○

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学Ａ
数学Ｂ
数学Ｃ

3
4
3
2
2
2

○2単位まで減可

理科

科学と人間生活
物理基礎
物理
化学基礎
化学
生物基礎
生物
地学基礎
地学

2
2
4
2
4
2
4
2
4

「科学と人間生
活」を含む 2
科目または基
礎を付した科
目を 3科目

保健
体育

体育
保健

7～ 8
2

○
○

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ
音楽Ⅲ
美術Ⅰ
美術Ⅱ
美術Ⅲ
工芸Ⅰ
工芸Ⅱ
工芸Ⅲ
書道Ⅰ
書道Ⅱ
書道Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

○

外国語

英語コミュニケーションⅠ
英語コミュニケーションⅡ
英語コミュニケーションⅢ
論理・表現Ⅰ
論理・表現Ⅱ
論理・表現Ⅲ

3
4
4
2
2
2

○2単位まで減可

家庭
家庭基礎
家庭総合

2
4 ○

情報 情報Ⅰ
情報Ⅱ

2
2

○

理数 理数探究基礎
理数探究

1
2～ 5

総合的な探究の時間 ３～６ ○2単位まで減可

■現行
教科 科目 標準単位数 必履修科目

国語

国語総合
国語表現
現代文Ａ
現代文Ｂ
古典Ａ
古典Ｂ

4
3
2
4
2
4

○2単位まで減可

地理
歴史

世界史Ａ
世界史Ｂ
日本史Ａ
日本史Ｂ
地理Ａ
地理Ｂ

2
4
2
4
2
4

○

○

公民
現代社会
倫理
政治・経済

2
2
2

「現代社会」または
「倫理」・「政治・経済」

数学

数学Ⅰ
数学Ⅱ
数学Ⅲ
数学Ａ
数学Ｂ
数学活用

3
4
5
2
2
2

○2単位まで減可

理科

科学と人間生活
物理基礎
物理
化学基礎
化学
生物基礎
生物
地学基礎
地学
理科課題研究

2
2
4
2
4
2
4
2
4
1

「科学と人間生
活」を含む 2
科目または基
礎を付した科
目を 3科目

保健
体育

体育
保健

7～ 8
2

○
○

芸術

音楽Ⅰ
音楽Ⅱ
音楽Ⅲ
美術Ⅰ
美術Ⅱ
美術Ⅲ
工芸Ⅰ
工芸Ⅱ
工芸Ⅲ
書道Ⅰ
書道Ⅱ
書道Ⅲ

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

○

外国語

コミュニケーション英語基礎
コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅱ
コミュニケーション英語Ⅲ
英語表現Ⅰ
英語表現Ⅱ
英語会話

2
3
4
4
2
4
2

○2単位まで減可

家庭
家庭基礎
家庭総合
生活デザイン

2
4
４

○

情報
社会と情報
情報の科学

2
2 ○

総合的な学習の時間 ３～６ ○2単位まで減可

＊中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」を基に編集部で作成
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